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令和６年度
第１号

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
で
子
ど
も
達
の
経
験
値
Ｕ
Ｐ
!!

函
館
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

会　

長

駒
　
野
　
圭
　
史

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
日
頃
よ
り
函
館
市
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
合
会
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
各
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
へ

の
尽
力
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

令
和
六
年
度
、
函
館
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
会
長
を
仰
せ

つ
か
り
ま
し
た
、
駒
野
圭
史
（
こ
ま
の
き
よ
ふ
み
）
と

申
し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も
五
類
に
な
っ
て
か
ら
早
一
年
が

過
ぎ
、
各
学
校
で
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
も
復
活
し
て
き
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
え
っ
⁉
で
も
、
何
を
し
て
い

い
か
わ
か
ら
な
い
？
そ
ん
な
時
は
函
館
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合

会
の
Ｈ
Ｐ
（
特
に
情
報
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
）
を
見
た
り
、

催
し
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
色
々
な
学
校
で
、
色
々
な

事
を
工
夫
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
よ
。

先
日
、
友
人
に
「
今
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
色
々
言
わ
れ
て
い
る

の
に
良
く
や
っ
て
い
る
ね
。
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
確

か
に
巷
で
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
不
要
論
が
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す

ね
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
不
要
な
の
で
し
ょ
う
か
？
確
か
に
昭
和

や
平
成
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
考
え
方
は
時
代
に
そ
ぐ
わ
な
い
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
慣
習
で
何
も
考
え
ら
れ
て

い
な
い
活
動
だ
か
ら
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
皆

さ
ん
に
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
の
は
、
活
動
の
主
語
。

保
護
者
や
学
校
が
主
語
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
あ
く

ま
で
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
子
ど
も
達
が
主
語
で
あ
り
、
活
動
は

子
ど
も
達
の
た
め
の
は
ず
で
す
。
だ
と
し
た
ら
、
活
動

は
不
要
で
す
か
？
今
一
度
活
動
の
主
語
が
誰
な
の
か
見

直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

ず
い
ぶ
ん
前
に
な
り
ま
す
が
、
我
が
家
に
子
ど
も
が

生
ま
れ
た
時
、
私
は
我
が
子
の
可
愛
さ
に
、
た
だ
見
と

れ
る
毎
日
で
し
た
。
そ
ん
な
あ
る
日
、
妻
が
私
に
言
い

ま
し
た
。
「
あ
な
た
は
い
つ
も
見
て
い
る
だ
け
。
子
ど

も
は
あ
な
た
の
声
が
聞
こ
え
て
い
る
、
あ
な
た
が
見
え

て
い
る
。
だ
か
ら
会
話
し
て
。
ご
飯
だ
け
食
べ
て
い
れ

ば
成
長
す
る
け
ど
、
人
と
し
て
の
深
み
は
色
々
な
刺
激

が
必
要
よ
。
」
と
諭
さ
れ
ま
し
た
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
も
一
緒
。
た
だ
学
校
に
通
え
ば
勉
強
し

て
大
人
に
な
れ
る
。
で
も
人
と
し
て
の
幅
、
そ
れ
は
集

団
生
活
が
で
き
る
学
校
で
、
友
だ
ち
と
関
わ
り
、
保
護

者
と
関
わ
り
、
そ
の
刺
激
が
一
つ
で
も
多
く
あ
れ
ば
そ

れ
だ
け
人
間
に
幅
が
出
る
と
思
い
ま
す
。

先
日
、
と
あ
る
先
輩
の
当
た
り
前
の
言
葉
に
改
め
て

感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
目
的
意
識
を

持
っ
て
い
る
？
ど
ん
な
活
動
で
も
目
的
が
ハ
ッ
キ
リ
す

れ
ば
、
ど
ん
な
些
細
な
活
動
で
さ
え
、
そ
れ
が
子
ど

も
達
の
た
め
の
立
派
な
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
‼
」
思
わ
ず
、

「
そ
れ
言
い
た
か
っ
た
‼
」
と
う
な
ず
く
ば
か
り
。
私

は
「
花
壇
整
備
で
、
き
れ
い
な
花
を
見
た
子
ど
も
達
に

と
っ
て
の
癒
し
に
な
っ
て
欲
し
い
」
「
体
育
大
会
や
文

化
祭
で
撮
っ
た
写
真
で
掲
示
物
を
作
り
、
そ
の
掲
示
物

を
見
る
子
ど
も
達
が
笑
顔
で
会
話
が
弾
ん
で
欲
し
い
」

そ
ん
な
目
的
で
子
ど
も
達
に
刺
激
を
与
え
る
活
動
を
し

て
い
る
の
で
し
た
。

今
年
は
十
月
に
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
研
究
大
会
が
千
歳

で
行
わ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
は
千
代
田
小
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

役
員
さ
ん
が
地
域
の
皆
さ
ん
と
放
課
後
に
活
動
し
て
い

る
素
晴
ら
し
い
内
容
を
北
海
道
中
に
提
言
発
表
し
ま

す
。
そ
ん
な
活
動
も
、
函
館
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
の
Ｈ
Ｐ

内
に
あ
る
情
報
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

同
じ
く
十
月
に
は
子
育
て
研
修
会
が
、
十
一
月
に
は

函
館
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
研
究
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

子
ど
も
達
に
刺
激
を
与
え
、
経
験
値
を
Ｕ
Ｐ
さ
せ
ま

し
ょ
う
‼

と
い
う
こ
と
で
、
力
一
杯
刺
激
あ
る
一
年
間
を
目
指

し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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市
Ｐ
連
役
員
・
事
務
局

市
Ｐ
連
役
員
・
事
務
局

会

長　
　

駒　

野　

圭　

史
（
北

中
）

副

会

長　
　

深　

瀬　

寛　

也
（
八

幡

小
）

同

　
　

西　

野　
　
　

翔
（
港　
　

小
）

同

　
　

本　

間　

将　

吾
（
南
茅
部
中
）

同

　
　

中　

山　
　
　

治
（
青

柳

小
）

同

　
　

髙　

橋　

早
野
花
（
湯

川

中
）

同

　
　

笹　

村　

淳　

一
（
深

堀

中
）

同

　
　

板
見
谷　

多　

俊
（
高

丘

小
）

同

　
　

間　
　
　

有　

紀
（
中
の
沢
小
）

同

　
　

小　

林　

庸　

一
（
巴　
　

中
）

同

　
　

向　
　
　

大　

喬
（
赤

川

小
）

同

　
　

秋　

山　

慎
一
郎
（
本

通

中
）

　

　

子

育

て　
　

菅　

原　

麗　

子
（
昭

和

小
）

　

同

Ｔ　
　

永　

井　

貴　

之
（
東

山

小
）

　

同

Ｔ　
　

對　

馬　

寿　

恵
（
北　
　

中
）

調

査

委

員

長　
　

坂　

井　

正　

一
（
五
稜
郭
中
）

厚

生

委

員

長　
　

小　

林　

孝　

紀
（
北
美
原
小
）

研

修

委

員

長　
　

若　

杉　

康　

弘
（
日
吉
が
丘
小
）

広

報

委

員

長　
　

北　

野　
　
　

功
（
戸

倉

中
）

調
査
副
委
員
長　
　

佐
々
木　

理　

之
（
五
稜
郭
中
）

厚
生
副
委
員
長　
　

佐　

藤　
　
　

豊
（
北
美
原
小
）

研
修
副
委
員
長　
　

中　

田　

裕　

治
（
日
吉
が
丘
小
）

広
報
副
委
員
長　
　

會　

田　

大　

祐
（
戸

倉

中
）

子
育
て
副
委
員
長　
　

田　

中　

真　

未
（
亀

田

小
）

同

　
　

高　

橋　

め
ぐ
み
（
北　
　

中
）

同

　
　

齋　

藤　

良　

平
（
神

山

小
）

同

　
　

上　

野　

千　

晶
（
神

山

小
）

子

育

て

委

員　
　

平　

森　

亜
希
子
（
万
年
橋
小
）

同

　
　

津
志
田　
　
　

孝
（
北
昭
和
小
）

同

　
　

佐　

藤　

寛　

行
（
北
日
吉
小
）

同

　
　

澤　

田　
　
　

潤
（
上
湯
川
小
）

監

査

Ｐ　
　

髙　

橋　

早
野
花
（
湯

川

中
）

　

同

Ｔ　
　

迫　

田　

浩　

章
（
北
美
原
小
）

顧

問　
　

青　

田　
　
　

基
（
元

会

長
）

同

　
　

干　

山　
　
　

毅
（
前

会

長
）

事

務

局

長　
　

中　

村　

和　

代
（
前
事
務
局
員
）

事

務

局

次

長　
　

鈴　

木　

健　

二
（
東

山

小
）

事

務

局

員　
　

栗　

田　

芳　

樹
（
北　
　

中
）

　
　
　
　
　
　
　
　

大　

橋　

香
代
子
（
元
副
会
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　

林　
　
　

潤　

子
（
前
事
務
局
長
）

諸
団
体
と
の
連
携

（
市
Ｐ
連
か
ら
他
団
体
へ
の
派
遣
役
員
）

※
六
月
十
二
日
現
在 

　
関
係
団
体
名
及
び
会
議
名
　
　 

役 

員 

名
　
　
所
　
属

函
館
市
児
童
生
徒
水
難
防
止
協
議
会　

駒
野　

圭
史　

北　
　

中

函
館
市
民
生
委
員
推
薦
会　

間　
　

有
紀　

中
の
沢
小

函
館
市
教
育
振
興
審
議
会　

駒
野　

圭
史　

北　
　

中

同

　

向　
　

大
喬　

赤 

川 

中

同

　

間　
　

有
紀　

中
の
沢
小

函
館
市
い
じ
め
等
対
策
委
員
会　

向　
　

大
喬　

赤 

川 

小

渡
島
地
域
い
じ
め
問
題
等
対
策
委
員
会　

駒
野　

圭
史　

北　
　

中

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
実
施
委
員
会　

駒
野　

圭
史　

北　
　

中

函
館
市
租
税
教
育
推
進
協
議
会　

駒
野　

圭
史　

北　
　

中

函
館
の
街
を
き
れ
い
に
す
る
市
民
運
動
協
議
会　

駒
野　

圭
史　

北　
　

中

同

　

干
山　
　

毅　

市 

Ｐ 

連

函
館
市
安
全
都
市
推
進
委
員
会　

駒
野　

圭
史　

北　
　

中

函
館
市
配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
対
策
関
係
機
関
協
議
会　

駒
野　

圭
史　

北　
　

中

函
館
市
博
物
館
協
議
会
委
員　

山
﨑
有
記
子　

深 

堀 

小

函
館
市
青
少
年
補
導
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会　

向　
　

大
喬　

赤 

川 

小

函
館
市
学
校
給
食
運
営
協
議
会
運
営
委
員
会　

板
見
谷
多
俊　

高 

丘 

小

同

　

中
山　
　

治　

青 

柳 

小

同

　

向　
　

大
喬　

赤 

川 

小

同

　

小
林　

庸
一　

巴　
　

中

同

　

笹
村　

淳
一　

深 

堀 

中

函
館
市
通
学
路
安
全
対
策
会
議　

小
林　

庸
一　

巴　
　

中

同

　

向　
　

大
喬　

赤 

川 

小

社

会

福

祉

審

議

会

委

員　

館　
　

佳
代　

青 

柳 

中

函
館
市
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
審
議
会　

館　
　

佳
代　

青 

柳 

中

社

会

教

育

委

員　

小
泉
亜
希
子　

湊　
　

中

函

館

市

学

校

給

食

会　

平
森
亜
希
子　

万
年
橋
小

同

　

田
中　

真
未　

亀 
田 
小

同

　

山
﨑
夕
記
子　

深 

堀 
小

函
館
市
共
同
募
金
委
員
会　

小
林　

庸
一　

巴　
　

中

函
館
市
奨
学
資
金
運
営
委
員
会　

京
谷　

明
希　

亀 

田 

中

函
館
市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議　

山
﨑
有
記
子　

深 

堀 

小

北
海
道
立
函
館
美
術
館
協
議
会　

高
橋
め
ぐ
み　

北　
　

中

函
館
市
食
育
計
画
策
定
推
進
委
員
会　

向　
　

大
喬　

赤 

川 

小

函
館
市
学
校
保
健
委
員
会　

藤
澤
恵
理
佳　

昭 

和 

小

同

　

菅
原　

麗
子　

昭 

和 

小

青
少
年
芸
術
教
育
奨
励
事
業
企
画
推
進
委
員　

中
島
登
詩
子　

深 

堀 

中

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
審
査
委
員
会　

駒
野　

圭
史　

北　
　

中

函
館
市
個
人
情
報
保
護
運
営
審
議
会　

駒
野　

圭
史　

北　
　

中

函
館
市
特
別
支
援
教
育
推
進
協
議
会　

駒
野　

圭
史　

北　
　

中

　
令
和
六
年
の
役
員
構
成
と

諸
団
体
と
の
連
携
　
　

　

事
務
局
長　

中
村
　
和
代

今
年
三
月
に
行
わ
れ
た

会
長
選
考
委
員
会
に
お
い

て
、
現
会
長
の
駒
野
圭
史

さ
ん
が
選
考
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
小
林
選
考
委
員

長
よ
り
提
案
が
あ
り
、
賛

成
多
数
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
他
、
新
役
員
は
上
段
の

一
覧
で
ご
紹
介
し
て
お
り
ま
す
。

新
役
員
の
一
覧
の
下
に
は
、
役
員
及
び
役
員
経
験
者

の
皆
さ
ん
が
委
員
と
し
て
協
力
し
て
い
る
各
種
団
体
の

一
覧
を
掲
載
し
ま
し
た
。
市
Ｐ
連
に
は
函
館
市
の
各
種

団
体
よ
り
委
員
の
推
薦
依
頼
が
届
き
ま
す
。
委
員
と

な
っ
た
皆
さ
ん
に
は
、
子
育
て
中
の
親
と
し
て
、
単
Ｐ

や
連
合
会
の
役
員
と
し
て
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

意
見
を
お
伝
え
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
推
薦

依
頼
が
き
た
際
に
は
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

今
年
度
の
委
員
会
業
務
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
ブ

ロ
ッ
ク
の
事
務
局
校
を
中
心
に
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
、

円
滑
な
委
員
会
運
営
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
！

函
館
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
で
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

通
し
て
各
種
の
事
業
報
告
や
、
様
々
な
ご
案
内
等

を
発
信
し
て
い
ま
す
。
中
に
は
各
学
校
の
活
動
状

況
が
わ
か
る
「
情
報
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
の
項
目
も

あ
り
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
載

せ
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
覧
く
だ
さ

い
。ま

た
、
市
Ｐ
連
事
務
局
は
平
日
の
午
前
十
時
か

ら
午
後
三
時
ま
で
の
開
局
と
な
る
た
め
、
電
話
が

つ
な
が
ら
な
い
時
間
帯
が
あ
り
ま
す
。
お
問
い
合

わ
せ
の
際
は
メ
ー
ル
が
便
利
か
と
思
い
ま
す
の

で
、
こ
ち
ら
も
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

１　

函
館
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
定
期
総
会　

…
…
…
…
…
…
…
…
…　

五
月
十
一
日
㈯

２　

北
海
道
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
定
期
総
会
へ
の
参
加　

…
…
…
…
…　

六
月
八
日
㈯

３　

市
内
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
研
修
会
・
交
流
会　

…
…
…
…　

六
月
十
四
日
㈮

４　

函
館
地
区
広
報
活
動
研
修
会　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

七
月
十
八
日
㈭

５　

会
報
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
こ
だ
て
」
年
二
回
発
行　

…
…
…
…
…
…　

七
月
・
二
月

６　

青
函
Ｐ
Ｔ
Ａ
交
流
会
（
青
森
市
で
開
催
）
…
…
…
…
…
…
…
…　

九
月
七
日
・
八
日
㈯
～
㈰

７　

函
館
地
区
子
育
て
研
修
会　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

十
月
三
日
㈭

８　

第
三
ブ
ロ
ッ
ク
連
絡
会　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

十
月

９　

北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
研
究
大
会
・
石
狩
管
内
・
千
歳
大
会　

…　

十
月
十
九
日
・
二
十
日
㈯
～
㈰

10　

第
五
十
八
回
函
館
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
研
究
大
会　

…
…
…
…　

十
一
月
九
日
㈯

11　

教
育
長
に
対
す
る
教
育
予
算
要
望
、
懇
談
会　

…
…
…
…
…　

十
一
月
下
旬

12　

函
館
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
新
年
交
礼
会
・
表
彰
式　

…
…
…
…　

令
和
七
年
一
月
十
日
㈮

13　

情
報
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
情
報
更
新　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

令
和
七
年
三
月

14　

三
行
詩
・
広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
へ
の
参
加　

…
…
…
…
…
…　

三
行
詩　

六
月
・
広
報
紙　

十
二
月

事　業　計　画

市Ｐ連ホームページ
QRコード

市Ｐ連メールアドレス
QRコード
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今
年
度
の
活
動
推
進
計
画
に
つ
い
て

令
和
六
年
度
の
研
修
委
員
会
は
、
第
三
ブ
ロ
ッ
ク
、

事
務
局
校
は
日
吉
が
丘
小
学
校
が
担
当
い
た
し
ま
す
。

研
究
大
会
の
目
的
は
、
大
会
を
通
し
て
、
子
供
た
ち

の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
に
、
私
た
ち
保
護
者
自
身
が
、

様
々
な
情
報
か
ら
学
び
、
自
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
参
考

に
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
一
つ
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
横
の
つ
な
が
り
が
広
が
り
、
函
館
市
Ｐ

Ｔ
Ａ
連
合
会
の
益
々
の
発
展
に
繋
が
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。
私
自
身
も
大
会
に
お
い
て
、
様
々
な
情
報
に
ふ

れ
、
活
発
な
意
見
交
換
を
す
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

研
修
委
員
会
の
活
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、
参
加
さ
れ

た
各
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
様
に
と
っ
て
、
充
実
し
た
内
容
に

な
る
よ
う
、
準
備
、
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

厚
生
委
員
会
の
活
動
に
つ
い
て

令
和
六
年
度
の
厚
生
委
員
会
は
、
第
二
ブ
ロ
ッ
ク
が

担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

事
務
局
は
、
北
美
原
小
学
校
が
担
当
し
、
委
員
長
は
、

北
美
原
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
の
小
林
孝
紀
が
務
め
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

今
年
度
は
、
各
単
Ｐ
が
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
、
新
た

な
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
在
り
方
を
模
索
し
て
い
る
こ
と
と
存

じ
ま
す
。

厚
生
委
員
会
で
も
、
函
館
市
内
全
域
か
ら
各
単
Ｐ
が

一
斉
に
集
い
交
流
す
る
場
と
な
る
「
新
年
交
礼
会
」
の

開
催
に
向
け
、
準
備
を
進
め
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、
各
単
Ｐ
の
皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

調
査
委
員
会
の
活
動
に
つ
い
て

令
和
六
年
度
の
調
査
委
員
会
は
、
第
一
ブ
ロ
ッ
ク
が

担
当
い
た
し
ま
す
。
委
員
長
は
、
五
稜
郭
中
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
長　

坂
井
正
一
が
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

調
査
委
員
会
の
活
動
内
容
は
、
子
ど
も
の
成
長
を
支

え
る
学
び
の
環
境
を
整
え
る
た
め
に
各
校
の
声
を
聞
く

こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
、
過
去
の
取
組
な
ど
を
参
考
に
さ
せ
て
い

だ
き
な
が
ら
、
各
校
の
課
題
や
要
望
を
集
約
し
、
よ
り

よ
い
環
境
の
整
備
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

各
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
様
の
ご
協
力
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

今
年
度
の
活
動
推
進
計
画
に
つ
い
て

令
和
六
年
度
の
広
報
委
員
会
は
、
第
四
ブ
ロ
ッ
ク
で

事
務
局
は
戸
倉
中
学
校
が
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
広
報
委
員
会
の
業
務
は
や
は
り
広
報
誌
「
Ｐ
Ｔ
Ａ

は
こ
だ
て
」
の
発
行
で
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
活
動
内
容
を
保

護
者
や
地
域
の
方
々
に
分
か
り
や
す
く
お
伝
え
す
る
重

要
な
役
割
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
期

待
く
だ
さ
い
。
さ
て
、
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
も
五
類
に
移

行
し
て
か
ら
一
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
今
後
、
各
学
校
で

の
活
動
が
益
々
活
発
に
な
っ
て
行
く
と
思
い
ま
す
。
最

新
の
情
報
を
お
伝
え
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

各

委

員

会

の

活

動

に

つ

い

て

各

委

員

会

の

活

動

に

つ

い

て

研

修

委

員

会

広

報

委

員

会

厚

生

委

員

会

調

査

委

員

会

研
修
委
員
長

�
若
杉
　
康
弘
　

広
報
委
員
長

�

北
野
　
　
功
　

厚
生
委
員
長小

林
　
孝
紀
　

調
査
委
員
長

�

坂
井
　
正
一
　

五
月
三
十
一
日
㈮
十
六
時
よ
り
市
役
所
に
て
藤

井
教
育
長
、
堤
学
校
教
育
部
長
、
そ
し
て
土
生
生

涯
学
習
部
長
、
生
涯
学
習
文
化
課
の
皆
さ
ん
に
迎

え
ら
れ
、
市
Ｐ
連
役
員
が
ご
挨
拶
し
て
参
り
ま
し

た
。懇

談
の
中
で
、
小
林
庸
一
副
会
長
か
ら
は
「
子

ど
も
た
ち
が
関
わ
る
行
事
等
で
市
の
施
設
を
使
う

際
は
、
無
償
で
お
願
い
で
き
な
い
か
？ 

」
と
保

護
者
の
切
実
な
声
を
届
け
て
い
た
だ
き
、
向
大
喬

副
会
長
か
ら
は
「〝
子
供
達
を
主
語
と
し
た
Ｐ
Ｔ

Ａ
活
動
〟〝
学
校
と
保
護
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
大
切
さ
〟
を
共
通
認
識
出
来
、
昨
年
に
引
き

続
き
大
変
建
設
的
な
意
見
交
換
だ
っ
た
と
感
じ
て

お
り
ま
す
。」
と
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、今
回
初
参
加
の
秋
山
慎
一
郎
副
会
長
は「
初

め
て
の
経
験
で
緊
張
す
る
中
、
教
育
長
様
や
学
校

教
育
部
長
様
と
意
見
交
換
を
し
、
と
て
も
有
意
義

な
時
間
を
過
ご
す
事
が
出
来
ま
し
た
。
今
年
一
年

間
、
常
に
《
初
心
忘
れ
ず
》
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
頑

張
っ
て
い
こ
う
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。」
と
の

感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

新
役
員
に
よ
る
表
敬
訪
問
！
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令
和
六
年
の
活
動
ス
タ
ー
ト
！

表
紙
の
写
真
と
あ
わ
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

今
年
度
の
市
Ｐ
連
事
務
局
も
、

月
曜
日
～
金
曜
日
の
十
時
か
ら

十
五
時
ま
で
、
東
山
小
学
校
内

の
事
務
局
室
（
二
階
）
に
て
事

務
局
員
一
名
が
勤
務
し
ま
す
。

事
務
局
次
長
は
引
き
続
き
鈴

木
健
二
教
頭
先
生
（
東
山
小
）

が
、
そ
し
て
今
年
度
新
た
に
北

中
の
栗
田
芳
樹
教
頭
先
生
が
事

務
局
員
と
し
て
加
入
し
、
中
村
和
代
・
大
橋
香
代
子
・

林
潤
子
の
総
勢
五
名
が
協
力
し
な
が
ら
市
Ｐ
連
事
業
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

☆
上
記
の
全
道
大
会
で
、
函
館
市
立
千
代
田
小
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
が
提
言
発
表
し
ま
す
！
二
次
案
内
が
届
き
次
第

各
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
事
務
局
に
ご
案
内
し
ま
す
の
で
、
み
ん
な

で
参
加
＆
応
援
し
ま
し
ょ
う
！

会
務
日
誌
（
五
月
～
六
月
）

５
・
９　

新
子
育
て
委
員
会 

市
Ｐ
連
事
務
局
室

５
・
９　

新
副
会
長
会
議 

亀
田
交
流
プ
ラ
ザ

５
・
11　

令
和
六
年
度
定
期
総
会 

函

館

大

学

５
・
16　

第
一
回
役
員
会
議 

東
山
小
・
図
書
室

５
・
31　

教
育
委
員
会
へ
表
敬
訪
問 

市　

役　

所

６
・
８　

北
海
道
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
総
会
・
表
彰
式 

 

札　
　
　

幌

６
・
14　

会
長
研
修
会
・
交
流
会 

法
華
ク
ラ
ブ

今
年
度
第
一
号
の
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
こ
だ
て
」
が
完
成

い
た
し
ま
し
た
の
で
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
大
変
ご

多
用
の
中
、
原
稿
の
執
筆
を
い
た
だ
い
た
方
々
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
回
紹
介
し
た
以
外
に
も
、
市
Ｐ
連
で
は
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
広
報
活
動
を
通
じ
て
、

会
員
の
皆
様
に
少
し
で
も
多
く
の
情
報
を
伝
え
る
努

力
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
今

後
も
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
定
期
総
会
】

五
月
十
一
日
㈯
　
十
三
時
～

函
館
大
学
で
開
催
し
た
市
Ｐ
連
定
期
総
会
は
会
員

百
二
十
五
名
が
出
席
す
る
中
、
報
告
・
審
議
・
役
員
選

出
な
ど
が
無
事
に
終
了
し
、
令
和
六
年
度
の
活
動
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
の
日
は
函
館
市
教
育
委
員
会
よ

り
学
校
教
育
部
長
の
堤
勝
幸
様
と
、
生
涯
学
習
部
長
の

土
生
明
弘
様
に
ご
来
賓
と
し
て
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。総

会
で
承
認
さ
れ
た
議
題
の
ひ
と
つ
で
も
あ
る
《
活

動
計
画
》
の
中
に
は
、
会
員
の
皆
さ
ま
に
ご
参
加
い
た

だ
き
た
い
事
業
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ

さ
い
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
各
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
事
務
局

を
通
し
て
随
時
ご
案
内
し
ま
す
。

【
役
員
会
議
】

五
月
十
六
日
㈭
　
十
八
時
二
十
分
～

第
一
回
役
員
会
議
を
東
山
小
学
校
の
図
書
室
に
て
開

催
し
ま
し
た
。

役
員
会
議
で
は
、
副
会
長
が
交
代
で
議
事
の
進
行
役

を
務
め
ま
す
。
さ
す
が
単
Ｐ
（
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
略
）
会

長
の
皆
さ
ん
は
、
ス
ム
ー
ズ
に
議
事
を
進
め
て
く
だ
さ

い
ま
す
。

第
一
回
の
会
議
は
自
己
紹
介
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
年

間
の
活
動
計
画
に
則
っ
て
事
業
遂
行
の
た
め
の
話
し
合

い
が
中
心
と
な
り
ま
す
。
第
二
回
役
員
会
議
か
ら
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
に
つ
い
て
委
員
会
が
提
案
し
、
出
席

者
で
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

【
道
Ｐ
連
定
期
総
会
・
表
彰
式
】

六
月
八
日
㈯
　
十
三
時
～

函
館
市
Ｐ
連
か
ら
駒
野
会
長
と
中
村
事
務
局
長
が
、

札
幌
市
内
で
開
催
さ
れ
た
北
海
道
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
の
総

会
に
出
席
し
て
き
ま
し
た
。

総
会
に
続
い
て
行
わ
れ
た
表
彰
式
で
は
、
道
Ｐ
連
会

長
表
彰
を
受
賞
し
た
湯
川
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
団
体
）
と
、

前
亀
田
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
京
谷
明
希
さ
ん
（
個
人
）
の

代
理
で
駒
野
会
長
が
盾
を
受
け
取
り
ま
し
た
。
湯
川
中

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
さ
ん
、
京
谷
明
希
さ
ん
、
受
賞
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

事務局より


